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かまやちさとし氏かまやちさとし氏（全　国）（全　国）そのだ修光氏そのだ修光氏（鹿児島）（鹿児島）を激励を激励
総決起大会に支援者約400人が参加総決起大会に支援者約400人が参加

　
第
27
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
7
月
3
日
公
示
、
7
月
20
日

投
・
開
票
の
日
程
で
行
わ
れ
る
。
本
選
挙
に
は
、
現
日
本
医
師
会
副
会

長
で
、
日
本
医
師
連
盟
の
組
織
内
候
補
予
定
者
で
あ
る
、
か
ま
や
ち

さ
と
し
氏
が
、
全
国
比
例
区
か
ら
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
。
鹿
児

　
鹿
児
島
県
医
師
連
盟
は
、
５

月
27
日
午
後
7
時
か
ら
鹿
児
島

県
医
師
会
館
４
階
大
ホ
ー
ル

で
、か
ま
や
ち
さ
と
し
氏（
日
医

副
会
長
）と
そ
の
だ
修
光
氏（
元

参
議
院
議
員
）の
総
決
起
大
会

を
開
催
し
た
。
県
医
師
連
盟
や

県
介
護
福
祉
政
治
連
盟
、
県
柔

　
日
本
医
師
連
盟
の
松
本
吉

郎
委
員
長
が
６
月
１
日（
日
）

道
整
復
師
連
盟
、
県
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
連
盟
な
ど
県
内
の
医

療
・
介
護
・
福
祉
関
連
団
体
か
ら

支
援
者
約
４
０
０
人
が
参
加

し
、
両
氏
を
激
励
し
た
。

　
冒
頭
、
県
医
師
連
盟
の
牧
角

寛
郎
委
員
長
が「
鹿
児
島
県
医

師
連
盟
は
、
県
内
各
地
域
の
郡

市
医
師
連
盟
組
織
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
医
療
関
係
団
体
と

協
力
し
、
総
力
を
あ
げ
て
支
援

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
お

二
人
に
は
医
療
と
介
護
の
未
来

の
た
め
に
力
を
奮
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」と
激
励
し
、
そ
の
後
、

自
民
党
鹿
児
島
県
連
の
吉
留
厚

宏
幹
事
長
と
県
介
護
福
祉
政
治

連
盟
の
松
村
武
久
会
長
、
日
本

医
師
連
盟
の
今
村
英
仁
参
与
が

あ
い
さ
つ
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

参
議
院
議
員
の
自
見
は
な
こ
氏

と
日
本
医
師
連
盟
の
松
本
吉
郎

委
員
長
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
会
場
で
放
映
さ
れ
、

当
日
出
席
が
か
な
わ
な
か
っ
た

自
民
党
幹
事
長
・
鹿
児
島
県
連

会
長
の
森
山
𥙿
衆
議
院
議
員
や

尾
辻
秀
久
参
議
院
議
員
の
祝
文

も
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　
両
氏
の
決
意
表
明
で
は
、
か

ま
や
ち
氏
は「
現
在
の
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
現
場
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。こ
の
状
況
を
何
と
か
変
え
、

地
域
の
方
に
安
定
的
に
医
療
・

介
護
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
そ
し
て
医
療
・
介
護

分
野
に
従
事
し
て
い
る
方
が
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
」と
述
べ
た
。
そ
の

だ
氏
は「
国
民
皆
保
険
制
度
・
介

護
保
険
制
度
崩
壊
の
危
機
が
目

前
に
迫
っ
て
い
る
。
医
療
と
介

護
の
現
場
で
働
く
方
々
の
声
を

国
に
強
く
訴
え
、
両
制
度
を
守

る
た
め
尽
力
し
た
い
」と
力
を

込
め
た
。

　
最
後
に
鹿
児
島
県
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
連
盟
の
大
勝
孝
雄
会

長
か
ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
登

壇
し
た
県
医
師
連
盟
の
木
之
下

藤
郎
常
任
執
行
委
員
の
音
頭

で
、会
場
の
参
加
者
全
員
が「
頑

張
ろ
う
」を
三
唱
し
た
。 

か
ま
や
ち
氏
、
そ
の
だ
氏
が
決
意
表
明

か
ま
や
ち
氏
、
そ
の
だ
氏
が
決
意
表
明

日
本
医
師
連
盟

日
本
医
師
連
盟

松
本
吉
郎
委
員
長
が
来
鹿

松
本
吉
郎
委
員
長
が
来
鹿

に
鹿
児
島
入
り
し
、
県
医
師

連
盟
、
姶
良
地
区
医
師
連
盟
、

介
護
施
設
団
体
の
関
係
者
と

懇
談
し
た
。
松
本
氏
は
、「
令

和
８
年
度
の
診
療
報
酬
改
定

に
向
け『
高
齢
化
の
伸
び
の
範

囲
内
に
抑
制
す
る
』と
い
う
社

会
保
障
予
算
の
目
安
対
応
を

廃
止
し
、
賃
金
・
物
価
の
上
昇

に
応
じ
て
適
切
に
対
応
す
る

診
療
報
酬
の
新
た
な
仕
組
み

の
導
入
や
、
小
児
医
療
・
周
産

期
体
制
の
強
力
な
方
策
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
」と
述
べ
、

現
在
の
医
療
・
介
護
現
場
を
取

り
巻
く
厳
し
い
環
境
改
善
の

た
め
に
、
国
へ
の
働
き
か
け

に
尽
力
し
て
い
る
と
報
告
し

た
。
そ
の
後
、「
国
を
動
か
す

た
め
地
域
の
先
生
方
も
わ
れ

わ
れ
と
一
緒
に
な
っ
て
大
き

な
声
を
あ
げ
て
ほ
し
い
」と
要

望
し
た
。
松
本
氏
は
、
７
月

６
日（
日
）に
も
来
鹿
し
、
鹿

児
島
市
医
師
連
盟
関
係
者
と

の
懇
談
を
予
定
し
て
い
る
。

参
院
選
７
月

参
院
選
７
月
2020
日
投
開
票

日
投
開
票

医師／医学博士／日本小児科学会／
日本小児科医会／日本小児神経学会 会員
趣　味　阿波踊り、茶道
1953年　７月５日群馬県高崎市生まれ　巳年、かに座
1972年　東京教育大学附属駒場高校卒業
1978年　日本医科大学医学部卒業
1978年　日本医科大学付属第一病院小児科入局
1988年　小泉小児科医院院長
2005年　高崎市医師会会長
2011年　群馬県医師会参与
2014年　日本医師会常任理事
2020年　新型コロナウイルス感染症対策専門家会議構成員

新型コロナウイルスアドバイザリーボード構成員
2023年　新型インフルエンザ等対策推進会議委員
2024年　日本医師会副会長

自民党参議院比例区（全国区）支部長

参議院議員選挙における
「投票方法」と「期日前投票制度」について

≪投票方法について≫
　参議院議員選挙では、有権者は２枚の投票用紙で
投票を行います。

１枚目（選挙区）…選挙区の候補者氏名を記入
２枚目（比例代表）…候補者氏名または政党名を記入

　※比例代表は、政党内の名簿の順位はあらかじめ
決まっておらず、「候補者氏名」の投票数が多い順
に、名簿の順位が並び替えられます。比例代表選挙
において、特定の候補者を応援したい場合は、２枚
目の投票用紙に「候補者氏名」を記入することが重要
です。

≪期日前投票について≫
　選挙公示日の翌日から投票日前日まで、選挙当日
に仕事や用事があって投票に行けない方でも、市町
村の役所や指定された投票所で「期日前投票」が可能
です。期日前投票ができる場所や時間帯は選挙公示
後に県や市町村のホームページなどで公開されま
す。また、期日前投票所で発行される「投票済証」を
指定の飲食店などで提示し、お得なサービスが受け
られる「選挙割」なども利用できます。

日本医師会副会長
かまやち さとし （釡萢 敏）
プロフィール

島
県
医
師
連
盟
で
は
、
全
国
比
例
区
候
補
予
定
者
の
か
ま
や
ち
氏
と
、

鹿
児
島
県
選
挙
区
に
お
け
る
自
民
党
公
認
候
補
予
定
者
で
あ
る
、
そ

の
だ
修
光
氏
を
推
薦
し
て
お
り
、
郡
市
医
師
連
盟
な
ど
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
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